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1.本誌は、物性の研究を共同で捉進するため、研究者がその暦究・意見を自由に発表し

討論しあい、また、研究に関連した情報を交換しあうことを目的として、毎月 1田編

集・刊行されます。掲載内容は、研究論文、研究会・国際会議などの報告、講義ノー

ト、研究に関連した諸問題についての意見などです。

2. 本誌に投稿された論文については、原期として審査は行いません。但し、編集委員会

で本誌への掲載が不適当と判断された場合には、改訂を求めること、また辻掲載をお

断りすることがあ乃ます。

3. I物性語究」に掲載される論文の著作権は、物性誹究刊行会に帰異することとします。

但し、著者が著作物を護用することをさまたげるものではありませんG

4.本誌の論文を歌文の論文中で引用する時には、 BusseiKenkyu 90 (2008)， 1.のように

引用して下さい。

{原積作議要領]

1.原稿は、原則として百本語に援ります。

2. 投稿露稿は 2部提出して下さい。 但し、所究会報告は l蔀で結構ですc

3.別剥を希望の場合は、投稿の際に、 50部以上 10蔀単位で、注文部数・別制送付先・

請求先を明記の上、お串し込み下さいo 5JU嬬代金については、刊行会までお関い合わ

せ下さい。

4. ワープロ原穣を歓迎します。原期として写真製版でそのまま印刷されますので、以下

の点に注意して原轄を作成して下さい。

1) 用紙は A4 を離に使用。(手間出土 B5~こな乃ます。縮小率 86%)

2)マージンは、上下各約 3cm、左右各約 2.5cmo 1ページに本文34行、 1行に全

角文字で42字謹震にして下さい。

3)第 1ページは、タイトルはセンタリング、所属・氏名は右寄せにして、本文と

の間に受理日を入れるので、余白を少しあけて下さい。

4)国や表は本文中の該当留所に貼り込み、国の下にキャプションを付吋て下さい0

5)体裁については、上記はー!之、の目安ですので、多少の違いがあってもかまいま

せん。

5.講究会報告の作成要領については、物性研究ホームページをご覧いただくか、干肘子会

までお問い合わせ下さい。

干606-8502 京都市左京区北白川追分町

京都大学湯川記念館内

物性研究刊行会

Tel. (075) 722-3540， 753-7051 

Fax. (075)722-6339 

E-mail busseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp 

URL http://www2.yukawa.kyoto-u.ac.jpFbusseied/ 



編集後記

私は、昨年の四月に関東から京都に移ってきました。もうすぐ一年が経ちますが、

京都の歴史的な建物や美しい嵐景がどんどん好きに主っていますO そろそろ詰開にな

る桜が楽しみです。

私が工学系;こいたこともあると思いますが、東京と京都では研究に対する姿勢がず

いぶんと違うものだと改めて感じています。最近は、どんどん人事交流もさかんになっ

ていますので、昔ほどではないのでしょうがc 私は九州の田舎町出身で、それ以外に

は東京と京都しか住んだことがありませんが、その他の地域でもそれぞれ特色がある

のでしょうね。

この狭い島田でもバラエティに富んでいるのですから、世界はもっとそれぞれの特

色があるように思います。論文を読んでいるだけでも、やっぱりアメリカはアメリカ

らしいし、ドイツの研究は織密で、フランスはおしゃれな (7)感じがします。以前、

イギワス人の友人が研究する様子を近くで見ていたら、科学は勉強するものではなく

作るものだという姿勢に刺激を受けました。それもイギリスという歴史がなせること

なのでしょう。私はサッカーが好きでよく各国のリーグの試合を見ていますが、これだ

け多国籍軍のようなチームが増えてきても、試合運びなどはやっぱりそれぞれのリー

グ独特の雰冨気があり、それは冨民性老反映しているように思われます。グローバル

化が進んできていますので、変に同胞意識を持ちすぎ排抱的になるのは開題でしょう

が、研究も単に画一的になってしまうより、それぞれの特色があったほうが面白いよ

うに思います。昨年の日本人の方々のノーベル賞受賞、特に益川さんのコメントそ聞

いて、日本人研究者であることを改めて誇らしくも惑じました。ところで、こう書い

ておきながら日本の研究の特色って何なのでしょうね?普段はあまり気にもしませ

んが、改めて考えてみょうかという気になってきました。

(T. A.) 
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Progress ofTheoretical Physics Supplement No. 176 

Interaction and Nanostructural Effects 
in Low-Dimensional Systems 

Proceedings of the Yukawa International Seminar 2007 (YKIS200乃

安藤恒也、 111上期雄、倉本義夫、遠山貴己、戸塚圭介編集

この会議録は、 2007年11丹5-30日に京都大学基礎物理学研究所で行われた第15

回湯J11国際セミナー (YKIS2007) I抵次元系の多体相関効果とナノ講造の物理j

で発表された論文を集諒したものである。

1ヲ31年のBetheの先駆的な研究以来、低次元系の物理は活発な研究分野であり、

いまなおグラフェンの物理のようなエキサイティングなトピックを提侯し続けて

いる。一方、近年の殻縮加工技街の進展のため、ナノ科学はめざましい発展を遂

げた。 YKIS2007は、低次元系の物理と急成長しつつあるナノ構造の物理というふ

たつの重要な分野が交流する場を提棋することを目的として間程された。

YKIS2007の期間中、いくつかの大学説生向けの講義を含む77件の口頭発表と47

件のポスター発表があったが、口頭発表されたものの中から22の論文をこの会議

録に集録した。この会議録で取り上げられている主なトピックは、川グラフェン

とその毘辺、 (2)低次元強相関電子系、 (3)数輩計算手法の最近の発員、 (4)スピン輪

送の物理、 (5)量子ドット、 (6)一次元の数理物理、などである c

ここに集諒された論文の多くは、これちのトピックの専門家の手になる爵単な

レビューであり、この会議録はこの分野の研究者のみならず、この分野を学び、

新たに研究をスタートさせようと考えている入々にとっても有益なものとなろ

つc
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Proceedings of the Yukawa lnternational Seminar 2006 (YKIS2006)… 

・・ H ・H ・.....・ H ・.....Ed.ちYT. Kunihiro， H. En 'yo， 
M. Harada， T. Hatsuda， A. Hosal留守 D. Jido， Y. Kanada-En'yo， 
S. H. Lee， A. Nakamura， τ雀 Nakano， M. Oka and H. Suganuma 
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NO.175 Non-EquiliるriumSoft Matter， Proceedings of the Jnternational Symposium … 
…Ed.るYT. Taniguchi and T. Ohta 
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